●　新たな浄化の方策
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■　背　景

　 諏訪湖の水質は、外部負荷削減対策として諏訪湖流域下水道、関連下水道の整備、内部負荷削減対策と湖の底泥浚渫及び企業、住民参加による湖の浄化・美化活動等を地域一体となり取り組んできたところです。これらの浄化を中心とする事業、活動により、諏訪湖は以前に比べアオコの発生が減少し、一歩一歩浄化が進んでおりますが、最近は次のような課題が出てきました。

● 浚渫事業により発生する底泥の受入れ先が難航しています。

●　諏訪湖へ流入する汚濁負荷（汚れ）のうち、下水道の普及が９割となりに達し家庭、工場などの点から発生する負荷が減少し、今後は諏訪湖の水質改善のため、市街地・農地・山地など（非特定汚染源）から発生する汚れ（汚濁負荷）への対策の重要性が高まっています。
●　諏訪湖岸辺の植生が復活、回復する過程で、今まで以上にゴミの問題や外来種による水生植物の侵食の問題が起きています。

現在、新たな視点での手法、方策が求められる時代になっています。

　　

  ■　「諏訪湖に関する工法検討委員会」

　 これらの背景のもと、諏訪湖に適した新たな水質浄化対策を検討する「諏訪湖に関する工法検討委員会」(以下、「工法検討委員会」)を平成１３年度に設置し、４回の委員会を開催し検討を行いました。特に、平成１４年２月２２日の第４回工法検討委員会は、住民の皆さんに参加をいただき結果の説明と委員、住民の皆さんからの意見をいただきました。（Ａ）
※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。
●　工法検討委員会の構成


●　工法検討委員会の検討事項
  　　　○諏訪湖の浄化目標設定

　　　「泳げる諏訪湖」、暫定水質目標COD：　４．７ｍｇ／ｌ

○諏訪湖への適用性等の評価項目を設定し、提案の浄化工法を含め企業等から１０８の工法提案から最適な工法５分類２５工法を絞り込み

  　　　○各委員が浄化工法のアドバイザーとなっています。
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